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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 最近の業績の動向等を踏まえ、2006 年４月 27 日に公表致しました 2007 年３月期（2006 年４月１日

～2007 年３月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正致します。 

 

記 

 

１．2007 年３月期連結業績予想数値の修正（2006 年４月１日～2007 年３月 31 日） 

（金額の単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 830,000 4,000 2,000 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 764,000 △7,000 0 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △66,000 △11,000 △2,000 

増 減 率            （％） △8.0 -  - 

前期実績（2006 年３月期） 806,899 △15,038 △30,607 

 なお連結営業利益につきましては、当初 100 億円を予想していましたが、△10 億円の見通しです。 

 

２．2007 年３月期単独業績予想数値の修正（2006 年４月１日～2007 年３月 31 日） 

（金額の単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 420,000 2,500 4,000 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 383,000 △3,000 7,000 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △37,000 △5,500 3,000 

増 減 率            （％） △8.8 - 75.0 

前期実績（2006 年３月期） 433,121 △4,820 △16,723 

 

３．修正の理由 

 

  プロジェクションテレビなど北米ディスプレイ事業の苦戦、およびソフトメディア事業の不振な

どによる経常利益の悪化が見込まれる一方、遊休資産の売却による特別利益増もあり、2007 年３月

期業績につきまして前回予想を修正いたします。 

 

 

以  上 


